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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，主として超伝導性酸化物結晶に関してヲ諸物質の相平衡図を作成し蓼それに基づく結

晶育成実験冒得られた結晶についてのキャラクタリゼーションおよびいくつかの物性測定を述べた

ものである。

　取扱った物質としては、BaPbr，Bi，O。ヨLa．Cu○。系ヨNd．CuO。系ヨPr．CuO。系ヨ（La，SmSr）。

C姐O。，YBa．Cu．O。官NdBa．Cα。O。などである。結晶育成法としては，静置徐冷法（s1ow－coo1i㎎

．㎜ethod）、種っけ溶液引き上げ法（top－seeded　so1巫tion興owth　method）ヨ溶媒移動帯域溶騒法

　（trave11i㎎so1ve就f1oati㎎一zone　method）の3種類の方法を実行した。

　上記各物質はいづれも不調和溶融（i㏄On興uentme1ting）の性質をもっておりヨそのため精密な

相平衡図の作成が結晶育成のための必須条件となっている。例えば、La．O。一C皿O系の相平衡図

からはLa．C巫○。系の共晶温度は105ぴC，La．O。／C似Oモル比の29／71～7／93の間で結晶析出可能

であることが判った。また里溶媒移動帯域溶融法の場合にヨ焼成原料棒を予め高速走査してグレイ

ン寸法を増すことで埋長時問安定した結晶成長が可能になる等の新手法を考案した。

　育成結晶による物性測定としてはヨ例えばLa．CuO。系にっいて、C面に垂直および平行な電気伝

導度温度特性の測定、磁化測定によるスピングラス状態の発見などが著しい成果である。

審　　査　　の　　要　　旨

高Tc酸化物の諸結晶についてヨ平衡状態図を綿密に決定し事単結晶育成を試行し成功したことは。
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理学的1工学的見地から高く評価できる成果である。

　よって雪著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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